
２年目の津波被災農地の復旧支援 
伊藤豊彰（栽培植物環境科学分野） 

• 2011年に宮城県と東北大学が共同で実施した「被災農地広域土壌調査」
の結果から、津波被災農地復旧２年目の課題として、以下のことが想定
されていた。☞その課題を検証し、農地復旧の参考に。 
 

1）除塩が終了した圃場で、土壌に吸着したNaが残り、Caが減少。 
 ▶津波被災・除塩工事終了1〜2年目圃場の実態調査：石巻、亘理地域 
 ▶Ca資材による土壌改良の効果を検証 
2）津波堆積泥土は多量の塩分を含む。 
 ▶２年目の泥土を土壌にすき込んだ場合のイネへの影響 
3）津波堆積泥土は多量の硫化物を含む。 
 ▶泥土の硫化物濃度を計測して、水稲への障害を予測 

食・農・村の復興支援プロジェクト活動報告会 
2013 3.15 仙台 



１．除塩圃場における塩類分布の実態 

 除塩工事終了圃場の塩類調査を
宮城県農業改良普及センター
（石巻地域、亘理地域）と共同
で実施。 

☞石巻地域：６圃場 
 亘理地域：表層土のみ15圃場 
 
 結果：表層において、通常の土
壌に比べて、高いレベルのナト
リウムが残存し、カルシウムが
減少していた。 

 下層にもナトリウムが残存 
 

▶カルシウム資材による土壌改良が
必要 
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伊藤豊彰・秋田和則、2012年 



泥土 

石巻市：北上川近くの農地 
10cmの厚いヘドロ状堆積物 
 
▶NaClを主体とした、多量の塩分を含む
ので、下にある土壌の塩類化を助長す
る。 
▶硫化物（イオウと鉄の化合物）を多量
に含む。→酸性化（畑）、硫化水素害
（水田）の原因となる可能性がある。 

 

津波によって農地に堆積した泥土 



２．堆積1年後の泥土を土壌混和しても大丈夫
か？ 

石巻市 
（2012年４月） 

 
EC(1:5)=6 



高塩分・津波堆積泥土を土壌に混和すると 

 現在も放置された、厚く堆積した泥土は塩害を引き起こす。 
▶除塩しないのであれば、厚い泥土は除去することが必要。 

 

0

20

40

60

80

100

0 20 40 60 80

水
稲
の
茎
数
（
本
／
ポ
ッ
ト
）

 

移植後日数（日） 

除塩泥

土・混

和 無処理 

泥土・

混和 

1年間放置されてい
た津波堆積泥土
2.5cmを水田表土
12.5cmに混和し
て、イネを栽培し
た。 

伊藤豊彰・茄子川恒、2012年 
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３．泥土に含まれる硫化物の問題 
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硫化物は畑で硫酸に、水田では硫化水素としてイネの根を害する 



硫化物＝“可酸化性”イオウ 
=畑状態で酸化して硫酸になるイオウ 

宮城県、津波被災農地の堆積泥土における実態調査 
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堆積泥土の厚さ（cm） 

石巻市の泥土堆積物の例 
可酸化性イオウ=7.7g S/kg 

(n=104、宮城県） 

 多量に硫化物を含む津波堆積泥土を農地に混和すると、水稲に硫化水素に
よる障害が発生する圃場がある。 
 
 伊藤豊彰・秋田和則、2012年 

被災農地の約10％
で硫化水素害の懸念 

宮城県の津波被災農地の堆積
泥土の可酸化性イオウ含量： 
平均で2.2 g S/kg (n=104） 
▶パイライトFeS2主体、泥土
の厚さと関係しない 



写真：高橋正（東北大学） 

岩沼市、海岸近くの水田 

作土の大部分が消失した圃場 

さらなる課題．．． 
津波で作土が除去された水田の修復 

▶土壌肥料技術を結集して、土壌を回復しなければならない。 



研究成果を役立ててもらうために 
（情報発信、2012年4月〜） 
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